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平成３０年 第２回（３月） 
久 山 町 議 会 定 例 会 

 
一 般 質 問 通 告 書 

 

質問順 議員氏名 

１ 清永 義弘 

２ 有田 行彦 

３ 佐伯 勝宣 

４ 本田    光 

５ 阿部    哲 

６ 只松 秀喜 

７ 久芳 正司 
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平成３０年 第２回（３月）久山町議会定例会 一般質問通告書 
平成３０年３月５日（月）９時３０分～ 

質問順１番 清永 義弘 

質問事項 質問の要旨 質問の相手 

 
１．草場地区住宅開発に

かかる具体的な事業

計画や近隣地区の開

発計画について 

 
草場地区住宅開発の具体策や計画について 
 
① 住宅開発の場所や開発工程 
② 地域住民とのコミュニケーション 
③ 開発業者との連携 
④ 石切地区の開発計画と草場地区住宅開発の関連性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
町長及び 
経営企画課

長 

 
２．公共施設の保守管理

について 

 
山田小学校体育館天井壁補修工事について 

 
① 補修工事の有無について  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
町長及び 
教育課長 
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平成３０年 第２回（３月）久山町議会定例会 一般質問通告書 
平成３０年３月５日（月）９時３０分～ 

質問順２番 有田 行彦 

質問事項 質問の要旨 質問の相手 

 
１．町政に臨む姿勢に

ついて  
 

 
 
 
 
 
 
 

 
①  新年度の町政への取り組みについて、町長の考え

は。 
 

②  平成 30 年度予算の特徴は。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
町長  

 
２．子育て支援施策に

ついて  

 
①   保育料の保護者負担金、特に標準的な子育て世帯

が払う０～２歳児の保育料が県内一高い現状をどう

考えるか。 
 

②   ０～２歳児の保育料、市町村民税所得割課税額の

六階層が 61,000 円に決まった理由は。 
 

③   保育料が住む自治体によって違うことは、保護者

に不公平感があるのではないか。 
 

④  保育料が安くなれば少子化対策にもなるのではな

いか。 
 

⑤  けやきの森幼稚園の預かり保育及び送迎バスの実

施について。 
 

⑥  幼稚園の民営化や認定子ども園、平成２７年に新

制度で新しくできた０～２歳児の子どもを保育する

地域型保育について、町長の考えは。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
町長 
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平成３０年 第２回（３月）久山町議会定例会 一般質問通告書 
平成３０年３月５日（月）９時３０分～ 

質問順３番 佐伯 勝宣 

質問事項 質問の要旨 質問の相手 

 
１．町長の不適切発言

と『町の諸問題と役

場機構のあり方』に

ついて  
 
 
 

 

 
 12 月議会の私佐伯の一般質問の際、町長が私への執

拗な個人攻撃と不適切な言動を繰り返した件。下記の

一般質問項目の内容とからめて、町長が言動に至った

意思形成過程の説明を求める。 
 
〇12 月議会にて問題提起していた事項（一部加筆） 

(1) 選挙管理委員会 
平成 28 年 10 月の久山町長選挙の際の９月 29 日、

私佐伯への事務局による議員辞職強要行為（違法行

為）について。為政者としての見解は。 
 

(2) 魅力づくり推進課・監査委員 
① モデル住宅事業「補助金目的外使用」 

平成 26 年会計検査院の指摘で発覚した、補助

金適正化法違反の違法行為。町総合運動公園事業

にみられる国交省の補助金減額など町への違法

行為の弊害を説明し、いまだこの違法行為に適切

な措置をとらずにいる意思形成過程の説明を求

める。 
② 久山道の駅事業と新国富事業 

町が購入済みの事業予定跡地と新事業、農業振

興の関係について。町長が山の神地区の一帯で新

事業を行う旨表明した意思形成過程は。 
 

  

 
町長（全般） 
 
副町長 
（(2)－①） 
 
町民生活課

長 （(1)） 
 

 
２．下久原片見鳥地区

開発計画について 
 
 

 
 キングパチンコ久山店そばの土地開発が進んでいな

い。地権者らの話等これまでの経緯、今後の見通しは

どうなっているのか。 
 

 
町長 
 
 
 
 

 
３．中学校給食導入に

ついて 

 
① 導入に向けて進捗状況はどうか。 
 
②  太宰府市のように、導入までの手続き・予定等を

ロードマップ（行程表）として視覚化し、議会・小

中学校 PTA 役員レベルまで配布してはどうか。 
 
 
 

 
町長及び 
教育長 
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平成３０年 第２回（３月）久山町議会定例会 一般質問通告書 
平成３０年３月５日（月）９時３０分～ 

質問順４番 本田  光 

質問事項 質問の要旨 質問の相手 

 
１．防災対策の強化に

ついて 

 
①  2016 年（平成 28 年）の熊本地震、昨年７月の九州

北部豪雨をはじめ、全国各地で地震や台風、豪雨、

火山活動などで災害が発生している。 
 災害対策基本法第１条では「国、地方公共団体及

びその他の公共機関を通じて必要な体制を確立し、

責任の所在を明確にする」と規定されている。住民

の生命、財産を災害から守ることは地域消防団や地

域住民の協力が欠かせないが、自然災害・社会災害

両面の災害に対して日常不断に備えておくことが必

要だと考える。町長の所見を尋ねたい。 
 

②  一般社団法人粕屋医師会は、昨年発生した九州北

部豪雨を受け策定した「大規模自然災害時の地域救

護計画」について古賀市と糟屋地区７町との協定締

結を行っている。しかし、被災地での医療機能は異

なり、(1) 医療機関自体が被災  (2) ２次・３次災害

続発と長期化の対応  (3) 生活対応・社会保障等の機

能が必要と考える。従って、町の責任で地域防災力

の向上のために住民と連携した「地域防災計画の見

直し強化」を進めてはどうか。 
 

 
町長 

 
２．改めて問う 

約 12 億円・町総合

運動公園スポーツゾ

ーン整備事業は中止

を 
 

 
①  12 月議会での一般質問に対して町長は、「今の事業

認可は平成 31 年度までとなっている。これからどれ

だけの投資が必要なのか。事業診断、事業評価、事

業については外部評価委員会の意見も頂きたい。」と

答弁。それは、いつ頃の予定か。 
 

②  町総合運動公園スポーツゾーン整備事業は、  

(1) 今後の手続き  (2) 事業実施のコスト  (3) 関係

者とのコンセンサス   (4) ランニングコスト増 
(5) 来年 10 月より、消費税を 10 パーセントへの増

税予測等々を考えた場合、莫大な公共投資を伴い、

町民負担増の可能性は大である。 
いま、憲法第 25 条を生かし、町が優先して行わ

なければならない事業と課題は山積している。従っ

て、集中豪雨などを想定した主な危険箇所の補強対

策などを施し、町総合運動公園スポーツゾーン整備

事業は、きっぱり中止を。 

 
町長 
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平成３０年 第２回（３月）久山町議会定例会 一般質問通告書 
平成３０年３月５日（月）９時３０分～ 

質問順４番 本田  光 

質問事項 質問の要旨 質問の相手 

 
３．久山町上久原土地

区画整理事業につ

いて  

 
①  久山町上久原土地区画整理組合への貸付金に係

る保留地・付け保留地について、売却済み土地の所

在地面積と金額（入金額）、未処分の現状について。 
 
②  久山町上久原土地区画整理組合への貸付金１億

円の第１回返還期日、2017 年（平成 29 年）９月 20

日の金額５千万円は返還済みであると議会答弁。残

りの５千万円返還期日は、本年３月 20 日、国と町

へそれぞれ半分ずつ返還することになっている。町

長はどう把握されているのか。 
 

③  久山町上久原土地区画整理事業について、町長は

平成 30 年３月 31 日（平成 29 年度）までに終了する

旨答弁されてきた。一方、公的な事業手続きが発生

するので、その辺の準備を進めているとも答弁。 
いまだ残された課題はあるが、区画整理事業全て

の完全収束の時期は、いつ頃を目指しているのか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
町長  

 



7 

平成３０年 第２回（３月）久山町議会定例会 一般質問通告書 
平成３０年３月６日（火）９時３０分～ 

質問順５番 阿部  哲 

質問事項 質問の要旨 質問の相手 

 
１．平成 30 年度農業振

興の進め方と農業法

人について 

 
①   久山町の最も深刻で、かつ急務となっているのが

農業問題。農業基盤・農業経営の安定化を、どう進

めるか。 
 
②  農事組合法人設立準備会の現状と今後について。 

 
③  耕作条件があまり良くない農地については、別に

田園都市として環境保全を図る土地利用対策が必

要では。 

 
町長 

 
２．有害鳥獣駆除対策

について 

 
①  福岡県は有害鳥獣被害額全国第２位の約８億円

と非常に高いが、県の駆除対策支援状況は。 
 

②  昨年から実施の糟屋郡合同猟友会による駆除状

況は。 
 

③  町の駆除対応体制と、地域の協力体制の考えにつ

いて問う。 
 
 
 

 

 
町長 

 
３．オリーブ事業につ

いて 

 
①   平成 23 年度から試験栽培を開始して７年目とな

るが、基本構想もよく見えないなかで実施計画の策

定はいつになるのか。 
 

②  観光農園としての全体計画、原山観光農園計画

は。 
 

③  当初の町民の健康増進へのオリーブの活用戦略、

町内への景観植物としての活用配布等の考えは。 
 
 
 

 

 
町長 
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平成３０年 第２回（３月）久山町議会定例会 一般質問通告書 
平成３０年３月６日（火）９時３０分～ 

質問順６番 只松 秀喜 

質問事項 質問の要旨 質問の相手 

 
交通網対策について 
 

 
①  イコバスが２台体制になったが、平成 29 年 11 月

から現在までの実績は。 
 
②  コミュニティバスの久山町役場前から新宮中央駅

への、またぎ運行の計画は。 
 

③  レスポアール久山駐車場に「ハブターミナル」の

設置を。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
町長 
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平成３０年第２回（３月）久山町議会定例会 一般質問通告書 
平成３０年３月６日（火）９時３０分～ 

質問順７番 久芳 正司 

質問事項 質問の要旨 質問の相手 

 
１．バス停の掲示板に

ついて 

 
①  バス停の壁には、多くのポスターが貼ってあるが、

貼り出されたポスターは、ほとんど町の催し、レス

ポアール、文化サークルの案内であることは知って

いるか。 
 

②  ポスターに使用された押しピンが、椅子の上に落

ちたままであり、壁や桟木に放置された押しピンも

数多くある。また、壁の構造上、いびつな貼り方で

美観を損なっていることも知っているか。 
 

③  バス停の椅子を利用する方は高齢者や幼児が多

く、肌の弱い人と見受けられる。落ちた押しピンが

いかに危険であり、また、刺さった人がいかに不快

に感じるか、共に考えるべきだと思う。 
 町として、押しピンを使わずに貼ることのできる

掲示板を取り付けてはいかがか。 
 

 
魅力づくり 
推進課長 

 
２．イノシシ、シカの

被害対策について 

 
①  町は、イノシシとシカの被害について、どのよう

な対策をなされているか。また、対策の成果は。 
 

②  町内の被害額はどの程度であると考えているか。 
 

③  糟屋郡あるいは県レベルの対策に久山町は歩調を

合わせているのか。 
 
④   他町との合同対策も大切だが、久山町に合った独

自の対策は考えているか。 
 

⑤  被害のありそうな地域を回り、17 戸から被害状況

を調査した。主に、年齢と人手不足で田畑の管理が

難しくなり、逆にイノシシやシカの数が増え、賢く

なり、人慣れしてきたことが分かった。この現実を

町はどう考えるか。 
 

⑥  家庭菜園は高齢者の元気のもとであるが、山沿い

の菜園はもうやめざるを得ないという声が大半だっ

た。町の有線放送では、毎朝「今日もお元気にお過

ごしください」と流しているが、高齢者の元気のも

とを守る考えはあるか。 

 
田園都市 
課長 
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平成３０年第２回（３月）久山町議会定例会 一般質問通告書 
平成３０年３月６日（火）９時３０分～ 

質問順７番 久芳 正司 

質問事項 質問の要旨 質問の相手 

 
３．河川浚渫について 

 
①  河川は県の管轄だから県の施工を待つ以外に打つ

手はない様に聞くが、町内の河川は、土砂の堆積と

雑草、雑木が生え茂っている。その分、川底が上が

り集中豪雨時に水害を招きやすくなるが、町として

浚渫予定はあるか。 
 

②  河川を美観の場所として考えることは出来ない

か。 
 

 
田園都市 
課長 

 
４．オリーブ栽培につ

いて 
 

 
 オリーブ栽培は、30 年、50 年、100 年、200 年と将

来に関わる大きな事業である。もっと町民の声に耳を

傾け、町民に密着した方法で進めてはどうか。 
 

 
魅力づくり 
推進課長 

 
５．観光交流センター

跡地の土地利用に

ついて 

 
 上久原地区で取得済みの土地 5,040 ㎡を、一時的に

でも地産販売の場所として使用してはいかがか。 
 

 
 

 
町長 

 
６．観光について 

 
 上久原ふるさとかかし祭り、中久原祇園祭りなど、

町主催でない催しに交通安全指導員は要請出来ない。

町として、地元で行う催しに支援の幅を広げる考えは

ないか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
町長 

 


